
ＡＥＤを設置しました②
新型インフルエンザ対策本部情報③
改定常用漢字表へ「鷹」
　　　　　の字の追加要望について④
白鷹町営スキー場オープン⑤
地区公民館嘱託職員（主事）
　　　　　　　　　　を募集します⑥

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

里山保全学習会　　―　大きく育ってね　―
　11月８日、山口地区で「里山保全学習会と山口の歴史を学ぶ会」が行われ、子どもから大人まで約90人が参加しました。

午前中、地区の歴史について学び、午後からは県の森林整備課や森づくりアドバイザーの指導のもと、ナメコとシイタケの

植菌作業を体験しました。よほど楽しかったらしく、子どもたちはカナヅチを離すことなく打ちこんでいました。
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町
内
の
各
公
共
施
設
（
20
箇

所
）
に
新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
重
い
不
整
脈
を
起

こ
し
た
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
る

器
械
で
す
。

　

重
い
不
整
脈
を
起
こ
し
た
ら
、

救
急
車
や
病
院
に
搬
送
さ
れ
て
か

ら
治
療
し
て
も
間
に
合
わ
な
い
こ

と
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん

の
人
の
命
が
救
わ
れ
ず
に
き
ま
し

た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
、
命
を
救
え

る
可
能
性
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
初
め
て
の
人
で
も
簡

単
に
使
用
で
き
、
フ
タ
を
開
け
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
！

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
普
及
し
、
正
し
く
使
用
で
き
れ
ば

救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

り
、
ボ
タ
ン
を
押
す
と
電
源
が
入

り
、
あ
と
は
音
声
が
次
に
す
る
べ

き
こ
と
を
指
示
し
て
く
れ
ま
す
。

器
械
が
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
必
要
と

判
断
し
た
ら
、「
ボ
タ
ン
を
押
し
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
音
声
の
指
示

が
出
ま
す
の
で
、
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
す
。

　

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
い
場

合
に
は
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
電
気

が
流
れ
ま
せ
ん
の
で
、
操
作
を
間

違
っ
て
電
気
が
流
れ
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

初
め
て
の
人
で
も
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
人
が
倒
れ
た

① 荒砥小学校 ⑪ 鷹山地区公民館 　中央公民館

② 鮎貝小学校 ⑫ 東根地区公民館 　蚕桑地区公民館

③ 鷹山小学校 ⑬ 白鷹町役場 　荒砥高等学校

④ 蚕桑小学校 ⑭ パワーセンター 　町民プール

⑤ 東根小学校 ⑮ ソフトボール場 　中山地区公民館

⑥ 東中学校 ⑯ 就業構造改善センター

⑦ 西中学校 ⑰ 東陽の里グラウンド

⑧ 荒砥地区公民館 ⑱ 紬パーク

⑨ 鮎貝地区公民館 ⑲ 白鷹町営スキー場

⑩ 十王地区公民館 ⑳ あゆーむ

新規設置場所一覧（網掛けは設置済です。）

■講習会申込・問い合わせ
　消防署白鷹分署
　　　　　（☎ 85 － 5242）

ＡＥＤ（Ａ utomatedＥ xternalＤ
efi brillator：自動体外式除細動器）
とは、心臓の状態を判断し、心室細
動という重い不整脈（心臓が細かく
ブルブル震えていて、血液を全身に
送ることができない状態）を起こし
ていれば、電気ショックを与えて心
臓の動きをより正常に近い状態に戻
す医療機器です。
（※使用対象は１歳以上です。）

ＡＥＤとは？

と
き
な
ど
は
、
な
か
な
か
冷
静
に

動
け
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
だ
け
で
人
の
命

を
救
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
１
９
番
へ
の
通
報
や
人
工
呼
吸

・
胸
骨
圧
迫
な
ど
の
救
命
処
置
と

の
併
用
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

　

消
防
署
や
講
習
会
な
ど
で
一
度
、

救
命
救
急
の
方
法
を
経
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
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対　象 　１歳から小学３年生

日　程
　１回目：12 月 11 日（金）～ 14 日（月）

　２回目：１月上旬予定　
　　　　※ワクチンの効果を得るために２回接種となっています。

会　場 　健康福祉センター

白鷹町新型インフルエンザ対策本部情報．②

　町内の医療機関にご協力いただき、１歳から小学校３年生のお子さんを対象に、新型インフルエンザ

ワクチンの集団接種を実施します。対象のかたにはご案内を差し上げていますが、配分されるワクチン

が限られているため、申し込みをいただいても接種できない場合があります。

　なお、小学校４年生から中学生３年生までを対象にした集団接種の実施についても検討しています。

日程などが決まり次第、「広報しらたか」や個別案内などでお知らせいたします。

①新型インフルエンザワクチンの

                    集団接種を実施します

（注意）基礎疾患のあるかたはかかりつけ医療機関で接種してください。

　　　　既に新型インフルエンザにかかったかたは免疫を獲得しているので予防接種の必要は

　　　　ありません。

　町では、新型インフルエンザワクチン接種費用を助成します。

■問い合わせ　
新型インフルエンザ対策本部事務局（健康福祉課健康推進係）☎86－0210

対　　象 　白鷹町に住所があり、接種時点で１歳から中学３年生
　（※接種費用軽減対象のかたを除く。）

助成金額 　１回目の接種費用全額（3,600円）

申し込み
○町内医療機関窓口で年齢を確認できる書類を掲示してください。

○町外の医療機関で接種される場合や既に接種された場合は、
　健康福祉課健康推進係までお問い合わせください。

※接種費用軽減対象のかたについては、広報しらたか 11月12日号（10ページ）をご覧ください。

　必ず読んでください！

②新型インフルエンザワクチン

　　　　　　　　　接種費用の助成について
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まちづくり座談会報告　vol.4
　地域が抱える課題や疑問について、町長が出席し「まちづくり座談会」を開催しました。
　最終回となる11月27日、仲町区の皆さんと共に開催しました。その内容をお伝えいたします。詳しい座談
内容は、町ホームページに掲載していますのでご利用ください。

○出席した皆さんから、以下の危険な場所への早急な対応について、感謝のお言葉をいただきました。
　今後も皆さんのご意見やご要望に対し、どのようにして対応して行ったら良いか、話し合いの場を
持たせていただきながら進めていきたいと思います。

①国道287号「すみや」さんから西
　に向かって、役場に通じる道路が
　ガタガタになっていましたが、改
　修していただきました。

②東中学校周辺の側溝が非常に深く
　危険な状態になっている所があり
　ました。今年夏、転落防止柵を作
　っていただきました。

③仲町に２つある公園で、古くなっ
　ていたイスやブランコを直してい
　ただきました。

　■問い合わせ　総務課情報係　☎ 85-6121
　　Ｅメール：zadan@shirataka.net

改
定
常
用
漢
字
表
�
試
案
�
�「

鷹
」�
字
�
追
加
�
要
望
�
�

意
見
募
集
�
行
�
�
�
�
�
�

　

現
在
、
文
化
庁
文
化
審
議
会
に

お
い
て
「
常
用
漢
字
表
」
の
見
直

し
の
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
今
年
３
月
か
ら
４

月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
意
見
募
集

で
「
鷹
」
の
追
加
を
要
望
い
た
し

ま
し
た
が
、
11
月
25
日
に
示
さ
れ

た
﹁
改
定
常
用
漢
字
表
に
関
す
る

試
案
﹂
で
も
追
加
字
種
候
補
に
含

ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
鷹
」
に
対
す
る

白
鷹
町
の
思
い

　

白
鷹
町
が
誕
生
し
て
55
年
。「
鷹
」

は
町
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
な

じ
み
深
い
だ
け
で
は
な
く
、
こ
と

わ
ざ
や
格
言
、
四
字
熟
語
な
ど
の

用
例
も
多
く
、
一
般
の
社
会
生
活

に
お
い
て
、
教
育
面
や
文
化
面
か

ら
も
非
常
に
重
要
性
の
高
い
漢
字

で
す
。 

　

過
去
に
は
、
試
案
で
削
除
さ
れ

た
漢
字
が
、
そ
の
後
の
多
数
の
要

望
に
よ
り
復
活
し
た
経
緯
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
こ
の
機
会

に
、「
鷹
」
を
愛
す
る
一
人
で
も
多

く
の
み
な
さ
ん
に
意
見
書
の
提
出

を
呼
び
か
け
、
新
常
用
漢
字
表
へ

の
「
鷹
」
の
追
加
を
実
現
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
鷹
」
を
常
用
漢
字

に
す
る
た
め
に 

　

文
化
庁
で
は
、
現
在
「
改
定
常

用
漢
字
表
に
関
す
る
試
案
」
に
対

す
る
意
見
募
集
を
行
っ
て
お
り
、

12
月
24
日
（
木
）
ま
で
意
見
書
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
※
１
）。 

　

白
鷹
町
で
は
、
今
回
も
改
め
て

「
鷹
」
の
追
加
字
種
候
補
へ
の
復

活
を
要
望
す
る
意
見
書
を
提
出
す

る
予
定
で
す
。 

※
１　

文
化
庁
が
実
施
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
意
見

書
の
書
式
・
提
出
方
法
な
ど
は
、

文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
［H

P

］

http://w
w

w
.bunka.go.jp/

か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調

整
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

◆意見書の提出方法 
　12月24日（木）（必着）までに、「改定常用漢字表に関する試案」への
　意見・氏名・性別・年齢・職業・住所・電話番号・ご意見を記入し、
　郵送・ファクス・Ｅメール（添付ファイル不可）で提出ください。
◆提出先
〒100－8959東京都千代田区霞が関3－2－2
　文化庁文化部国語課『改定常用漢字表試案への意見』係
　ＦＡＸ03－6734－3818
　メール　kanzihyo@bunka.go.jp へ

改
修
さ
れ
た
役
場
東
側
の
道
路

︵
交
差
点
照
明
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
︶
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白
鷹
町
営
ス
�
ー
場
の
�
案
内

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
６

年
生
ま
で
リ
フ
ト
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
誘
客
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
ア
リ
フ
ト
の
利
用
券
に
つ
い
て

◆
シ
ー
ズ
ン
券

○
販
売
期
間

・
12
月
14
日
（
月
）～
18
日
（
金
）

　

＝
教
育
委
員
会

・
12
月
20
日
（
日
）
か
ら
＝
ス
キ

　

ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
営
業
可

　

能
な
期
間
）
ま
た
は
教
育
委
員

　

会
（
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
営
業

　

で
き
な
い
期
間
）

○
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

下
記
の
料
金
、

　

顔
写
真（
縦
２
・
５
㌢
×
横
２
㌢
）

○
受
付
時
間

・
教
育
委
員
会　

午
前
８
時
30
分

　

～
午
後
５
時

（
年
末
年
始
、
土
・
日
・
祝
日
は

　

除
き
ま
す
）

・
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
下

　

記
ス
キ
ー
場
営
業
時
間
内
）

◆
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
使

え
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

◆
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ス
�
ー
場
の
利
用
に
つ
い
て

◆
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
道
路
は
ス
キ
ー
で
滑
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

リ
フ
ト
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を
児
童
や
生

徒
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保
護
者

ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
で
は
、
原
則

と
し
て
ポ
ー
ル
や
コ
ー
ス
設
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◆
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー
内
は
禁
煙
で

す
。

毎月第３日曜日は、　
小学生までリフトが
無料になります。　

問い合わせ

教育委員会生涯スポーツ係（☎85－6147）

白鷹スキーセンター（☎87－2456）

白鷹町営スキー場リフト管理棟（☎87－2215）

リフト券 料　金

１回券 150円

回数券
大人（11回券） 1,500円

小人（11回券） 1,000円

１日券
大　人 2,200円

小　人 1,500円

ナイター券
大　人 1,200円

小　人 800円

シーズン券

小学生以下 10,000円

中学生 13,000円

高校生・大人 20,000円

注）小人は、小学生以下です。
　　１回券、回数券及び１日券はナイター使用でき
　　ません。
　　シーズン券はナイター使用を含みます。
　　リフトに乗車するすべてのお客様よりリフト料
　　金をいただきます。
　　（幼児・お年寄りについても同様です）

営　業　時　間

12月20日（日）～平成22年３月21日（日）

・午前９時～午後４時30分（土・日・祝日　午後５時）

・午後５時30分（土・日・祝日　午後５時）～午後９時（ナイター）

（期間及び営業時間は、積雪状況により変わることがあります。

　土・日・祝日の日中→ナイターの切り替え時に10～15分程度

　リフトを停止しますので、ご了承ください。）

家族みんなで楽しもう！
白鷹町営スキー場オープン！
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●
任
用
人
員　

主
事
６
名

●
任
用
期
間　

平
成
22
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間

●
任
用
条
件

①
身
分
は
非
常
勤
嘱
託
職
員
。

※
原
則
と
し
て
勤
務
時
間
は
、
月

　

～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

　

５
時
の
間
の
週
30
時
間

（
変
更
労
働
時
間
制
）。

※
休
日
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及

　

び
祝
日
。
年
末
年
始
休
暇
12
月

　

29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
。

②
給
与
は
、
月
額
16
万
円
と
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
の
手
当
は
支
給
し

ま
せ
ん
。

③
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
ま
す
。

●
職
務
内
容

①
地
区
公
民
館
が
行
う
各
種
事
業

の
企
画
、
実
施

②
地
区
公
民
館
施
設
の
維
持
管
理

③
各
種
団
体
の
育
成
指
導

④
そ
の
他
社
会
教
育
及
び
地
域
づ

　

く
り
の
事
業
に
関
す
る
こ
と

※
業
務
全
般
に
パ
ソ
コ
ン
が
導
入

　

さ
れ
、
エ
ク
セ
ル
及
び
ワ
ー
ド

　

の
操
作
が
必
要
で
す
。

●
応
募
資
格

○
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た
、

　

ま
た
は
平
成
22
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
町
内
に
住
所
を
有
す
る
予

　

定
の
か
た
。

○
昭
和
30
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
か
た
。

●
受
付
期
間　

平
成
22
年
１
月
12

日
（
火
）
～
25
日
（
月
）
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
、
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
場
所　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
係
（
郵
送
も
可
。
た
だ
し
、

25
日
必
着
。）

●
申
込
手
続　

指
定
の
任
用
試
験

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

写
真
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
で
、
縦
４
㌢
×
横
３
㌢
、
無

帽
、
上
半
身
、
正
面
）
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

教
育
委
員
会
・
各
地
区
公
民
館
に

準
備
し
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
試
験
日　

平
成
22
年
２
月
６
日

（
土
）

●
試
験
会
場　

中
央
公
民
館

●
試
験
内
容　

面
接
・
作
文
（
当

日
課
題
設
定
し
ま
す
）

●
任
用
の
決
定　

試
験
後
に
最
終

審
査
会
を
開
催
し
、
決
定
し
ま
す
。

任
用
決
定
は
２
月
中
に
書
面
で
通

知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か

た
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
か
た

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

　

す
る
か
た

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た

　

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

　

な
く
な
る
ま
で
の
か
た

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

地
区
公
民
館
嘱
託
職
員

�
�
�
�
�
�

主
事
�
募
集
�
�
�

公的個人認証サービスを
　　　　　　　ご利用のかたへ　

　公的個人認証サービスのシステム機器更
改に伴い、12月28日（月）は、窓口におけ
る電子証明書の発行・失効・有効期間満了
に伴う更新手続きを行うことができません。
※その他システム機器更改に伴い一時停止
　となるサービスについての詳細は、公的
　個人認証サービスポータルサイト
　（http://www.jpki.go.jp）をご覧ください。

　　住基カード（住民基本台帳カード）を
　　無料で取得できます

　白鷹町では、平成23年３月31日まで、初めて住基カードの
交付を申請するかたに、無料で交付しています。
　住基カードは、氏名などが記録されたＩＣカードです。顔
写真付き、顔写真なしをお選びいただけます。顔写真付きの
住基カードであれば、運転免許証などと同様に公的な身分証
明書として利用できます。
　また、ｅ－Ｔａｘなどの電子申請に必要となる公的個人認
証サービスの電子証明書を記録しておくことができます。
（電子証明書の発行手数料は500円です。）
※申請の方法など、詳しくはお問い合わせください。

■問い合わせ
　町民課戸籍年金係（☎ 85‐6129）

住基カード（見本）

　窓口における電子証明書発行・失効・更新サービスの
一時停止について
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固
定
資
産
税
は
、
白
鷹
町
に
あ

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
毎

年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
で

評
価
し
、
基
準
日
時
点
の
所
有
者

に
課
税
す
る
も
の
で
す
。
現
在
、

税
務
出
納
課
で
は
、
平
成
22
年
度

の
課
税
に
向
け
た
作
業
（
土
地
の

現
況
調
査
と
評
価
、
新
増
改
築
家

屋
の
調
査
と
評
価
、
償
却
資
産
申

告
の
受
付
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

22
年
１
月
１
日
ま
で
の
期
間
で
、

次
に
該
当
す
る
固
定
資
産
を
所
有

す
る
か
た
は
、
お
手
数
で
も
ご
連

絡
願
い
ま
す
。
公
平
な
課
税
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

土　

地

●
土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が

変
わ
っ
た
と
き

※
住
宅
を
取
り
壊
し
て
、駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
、空
き
地
に
し
た

※
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅

　

地
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
に

　

し
た

　

家　

屋

●
家
屋
（
建
物
）
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き

※
建
物
を
新
増
改
築
し
た
り
、
取

　

り
壊
し
た

　
（
８
月
に
全
戸
回
覧
し
ま
し
た

「
平
成
21
年
分
、
新
築
、
増
築
、

改
築
、
取
り
壊
し
家
屋
調
査
」
に

よ
り
ご
報
告
い
た
だ
い
た
か
た

は
、
今
回
連
絡
は
不
要
で
す
。）

　

償
却
資
産

●
償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産
の

所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
12
月
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
２
月
１
日
ま
で
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。
平
成
21
年
中
に

新
た
に
取
得
さ
れ
た
か
た
、
ま
た

は
今
ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い
た
か

た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告
書

な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

償
却
資
産
の
耐
用
年
数
…

　

平
成
21
年
度
償
却
資
産
申
告
か

ら
、
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
な
ど

が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
平
成
22
年
度
の
「
償
却
資
産

種
類
別
明
細
書
」
は
、
改
正
後
の

耐
用
年
数
を
記
載
く
だ
さ
い
。
な

お
、
改
正
後
の
耐
用
年
数
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

税
務
出
納
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
業
所
得
も
ほ
か
の
事
業
所
得

と
同
様
に
、
実
際
の
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得

金
額
を
計
算
す
る
収
支
計
算
が
原

則
で
す
。

　

収
支
計
算
に
は
、
収
入
金
額
や

必
要
経
費
に
係
る
請
求
書
、
領
収

書
な
ど
の
書
類
の
保
存
と
日
々
の

取
引
の
記
録（
帳
簿
）が
必
要
で
す
。

平
成
21
年
分
賃
耕
料
・
小
作
料

等
支
払
明
細
書
は
希
望
者
へ
の

配
付
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
が
あ

り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
か
た

は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う
え
、

平
成
22
年
１
月
15
日
︵
金
︶
ま
で

税
務
出
納
課
町
民
税
係
（
４
番
受

付
）
に
提
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

�
�
�
支
払
明
細
書
�
必

要
�
�
�
�
税
務
出
納
課
町

民
税
係�
�
番
受
付
�
�
�
越

�
�
�
�
�
�

◆
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料

①
賃
耕
料
…
個
人
間
で
の
農
作
業

（
耕
う
ん
・
代
か
き
・
育
苗
・
田

植
え
・
稲
刈
り
な
ど
）
の
委
託
料

で
す
。

・
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育
苗

組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど
の
利

用
者
は
、
申
告
相
談
の
際
に
利
用

料
の
明
細
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

②
小
作
料
…
農
地
の
賃
借
料
で
す
。

・
Ｊ
Ａ
農
地
保
全
合
理
化
事
業
で

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
農
業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
か
た
へ

◆
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

－

土
地
・
建
物
な
ど
の
評
価
・
課
税

－

土
地
改
良
・
水
利
組
合
の
か
た
へ

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
か
た
が
、
申
告
の
際
に
賦
課
金

を
控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ

の
金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合

か
ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課

金
内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
す
る
組
合

は
、
税
務
出
納
課
町
民
税
係
よ
り

用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ
○農業所得の申告について
　税務出納課町民税係（☎ 85 － 6132）

○固定資産税の課税について
　税務出納課資産税係（☎ 85 － 6133）

賃耕料・小作料等支払明細書
は平成 22 年１月 15 日（金）まで
提出ください。
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　11月13日、東根小学校で学校緑化モデル
事業開始式が行われました。この事業は、
緑化を通じた青少年環境教育の推進を目的
とした「ローソン緑の募金」の協力を得た
事業で、来年８月の事業終了まで、宝山の
案内標識設置や木製階段の整備などが行わ
れます。当日は、小学校４年生以上をはじ
め関係者約80人が参加し、事業開始を記念
してエドヒガンザクラ（２本）とサザンカ
（３本）が植樹されました。

地
域
�
環
境
�
守
�
�
�

�

学
校
緑
化
�
�
�
事
業
開
始

子
�
�
�
�
�
安
全
�
安
心
�

�

�
�
�
�
�
�
安
全
祈
願
祭

　11月10日、役場駐車場でスクールバスの
安全祈願祭が行われました。町の委託で
運行を行うタクシー会社のかた、小中学校
・ＰＴＡ、町関係者などが参加し、運行の
無事を祈りました。今回新たに購入した３
台のバスを活用することにより、川西地区
も運行の対象となり、町内全域がカバーさ
れ、11月16日から子どもたちの登下校にご
利用いただいています。地域の皆さんの見
守りも引き続きよろしくお願いします。

　11月23日、あゆーむで「ＳＮＮｎ白鷹町
記念オーケストラコンサート」が行われま
した。このオーケストラは、東京芸術大学
の教員・卒業生ら31人によるもので、当日
は、国際的に活躍するトッププレイヤーの
生の演奏を聴こうと町内外から多くのかた
が集まり、その透き通った音色に聴き入っ
ていました。この企画は、白鷹音楽愛好会
（新野晃敏会長）の熱意が東京芸術大学の
教授に通じて開催されました。

一
流
�
奏
者
�
�
�
演
奏
会

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

11
月
15
日
、
第
26
回
県
女
子
駅

伝
競
走
大
会
が
、
上
山
市
本
庄
地

区
公
民
館
か
ら
山
形
市
の
山
形
メ

デ
ィ
ア
タ
ワ
ー
ま
で
５
区
間
20
・

６
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

長
井
・
西
置
賜
チ
ー
ム
の
代
表

と
し
て
、
白
鷹
町
か
ら
は
髙
橋
あ

か
ね
選
手
（
第
1
区
／
東
海
大
山

形
高
１
年
・
東
中
出
身
）、
高
橋

彩
花
選
手
（
第
３
区
／
東
中
２

年
）、
広
川
夕
季
選
手
（
第
４
区

／
東
中
１
年
）、
海
老
名
穂
選
手

（
第
５
区
／
米
沢
中
央
高
２
年
・

西
中
出
身
）、
長
谷
川
智
子
選
手

（
九
里
学
園
高
１
年
・
東
中
出
身
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

若
い
力
で
挑
ん
だ
今
大
会
、
残

念
な
が
ら
入
賞
は
逃
し
た
も
の

の
、
５
区
間
中
、
４
区
間
を
白
鷹

町
の
選
手
で
見
事
に
つ
な
い
で
く

れ
ま
し
た
。
選
手
本
人
の
努
力
は

も
と
よ
り
、
選
手
の
育
成
に
対
す

る
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
、

ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の
更

な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

県
女
子
駅
伝

白
鷹
町
出
身
選
手
健
闘

苦
�
�
�
�
�
�
夢
�
希
望
�
音
楽
�

�

市
岡
裕
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　11月27日、あゆーむで「市岡裕子トーク
＆ゴスペルコンサート」が行われました。
市岡さんは、これまでの苦しい生い立ちや
アルコール依存症になってしまった父（初
代吉本新喜劇座長：岡八郎氏）や家族など
の話を通じて、親・身近な人をはじめ、す
べての人を愛し敬うこと、自分を好きにな
ることの大切さを熱く話されました。そし
て、気持ちのこもった、きれいで豊かな歌
声を披露してくださいました。
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　11月21日、パレス松風で白鷹福祉会の法
人設立30周年記念式典並びに祝賀会が行わ
れました。式典では、施設の設計・建設に
携わった４業者、ボランティア活動などの
協力をいただいている５団体に感謝状が贈
られました。また、吉村知事も来賓として
参列し、「白鷹福祉会には、これからも安
心して暮らせる地域の拠点として活躍して
ほしい」と祝辞をいただきました。当日は、
関係者など約150人が参加しました。

白
鷹
�
光
�
与
�
続
�
�

�

白
鷹
福
祉
会
30
周
年
記
念
式
典

今
年
�
降
雪
量
�
�
�
�

�

除
雪
車
安
全
祈
願
祭

　11月27日、役場裏駐車場で除雪車の安全
祈願祭が行われました。当日は町の除雪
車のオペレーターや町関係者など12人が参
加し、４台の除雪車の前で今年度の無事故
を祈願しました。今年度の除雪計画路線は
524路線、総延長209.5㌔で、町内20業者
により除雪作業が行われます。スムーズな
除雪ができるよう、障害物への目印や道路
に車を駐車しないなど、町民の皆さんの協
力もお願いします。

県
建
設
業
協
会
長
表
彰
を
受
賞

衣
袋
建
設
株
式
会
社

　

11
月
30
日
、
県
建
設
雇
用
改
善

推
進
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
衣
袋

建
設
が
県
建
設
業
協
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

衣
袋
建
設
は
、
建
設
労
働
者
の

育
成
・
雇
用
改
善
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
ま
た
労
働
環
境
の
改
善

に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
年

の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
建
設
雇
用
改
善

推
進
月
間
に
合
わ
せ
、
山
形
労
働

局
と
県
、
県
建
設
業
協
会
な
ど
に

よ
り
主
催
さ
れ
ま
し
た
。

　11月17日、平成21年度山形県学校保健研
究大会が行われ、東根小学校が「健康推進
学校」と「よい歯の学校」の部門で、とも
に優秀賞を受賞しました。健康推進学校は、
心身ともに健康でたくましい児童・生徒を
育成するために努力し効果をあげている学
校に対して、よい歯の学校は、児童・生徒
の歯の保健教育・管理に優秀な実績をあげ
ている学校に対し表彰されるもので、これ
までの活動が評価されました。

「
健
康
推
進
学
校
」・「
�
い
歯
の
学
校
」
の
�
�
�
受
賞

　平成21年度全国学校体育研究優良校に東
中学校が表彰されました。これは、学校体
育や授業などに地道に研究・教育努力を重
ね、優れた成果と実績を上げている学校が
表彰されるものです。東中学校は、「関わり
あいの学びを核とした体力づくり」を主題
とし、平成19年度から３年間の研究期間を
通して、互いに仲間を励まし認め合う心の
醸成や体力づくり、各種大会の成果に対し
表彰されました。

全
国
学
校
体
育
研
究
優
良
校
�
受
賞

東根小学校 東中学校
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　11月６日、平成21年度地域文化功労者表
彰（文部科学大臣表彰）が行われ、奥村幸
雄さんが受賞されました。
　奥村さんは、永年にわたり「町文化財調
査委員」や「白たか子どもの本研究会長」
などの要職を務められ、地域の文化財保護
などに貢献されました。
　このような功績により、このたびの受賞
となりました。

　茨城県で開催された第47回技能五輪全
国大会に、県代表として出場した佐久間達
也さんが、建築大工の部（80人参加）で敢
闘賞を受賞されました。
　佐久間さんは福島県出身で、山形工科短
期大学を経て、丸ト建設株式会社で技術に
磨きをかけ、このたびの受賞となりました。
　「今後、さらに建築の技術を仕事にいか
していきたい」と話してくださいました。

　

地
域
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞

奥
村
幸
雄
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

第
47
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
敢
闘
賞
を
受
賞

佐
久
間
達
也
さ
ん
（
丸
ト
建
設
株
式
会
社
）

藍
綬
褒
章
を
受
賞

丸
川
晃
一
さ
ん
（
横
田
尻
）

　

平
成
21
年
秋
の
褒
章
に
お
い
て
、

丸
川
晃
一
さ
ん
が
統
計
の
功
労
者

と
し
て
、
藍
綬
褒
章
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

丸
川
さ
ん
は
、
統
計
調
査
員
と

し
て
57
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
各

種
統
計
調
査
に
携
わ
り
、
迅
速
で

正
確
な
調
査
遂
行
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
町
統
計
調
査
員
協

議
会
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
会
の

発
展
と
後
進
の
育
成
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
い
て
は
、

長
井
地
区
交
通
安
全
協
会
の
役
員

や
消
防
団
第
１
分
団
副
分
団
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　白鷹町枝豆部会（代表　相模敏浩氏）が
平成21年度県ベストアグリ賞を受賞されま
した。枝豆部会は水稲主体の地域において、
水田転作地を活用した園芸作物の産地化を
図るために平成17年に設立されました。転
作田の有効活用と団地化を進めながら、生
産から出荷までの機械化一貫体系による低
コスト化、都市との連携による販売実績
の拡大や地産池消の推進などの貢献により、
このたびの受賞となりました。

　田勢さんは、昭和48年より長井工業高校
と米沢工業高校において、情報処理技術に
卓越した指導力を発揮し、数多くの技術者
を育成されました。平成４年のべにばな国
体競泳競技では、コンピュータを活用し選
手登録や記録管理などを行い、大会を成功
に導かれました。平成13年には、長井工業
高校の校舎新築と学科再編に伴い、電子シ
ステム科の礎を築かれ、現在も地域の人た
ちと産業教育の振興に尽力されています。

　

県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
を
受
賞

白
鷹
町
枝
豆
部
会

　

産
業
教
育
振
興
中
央
会
よ
り
産
業
教
育
功
労
賞
を
受
賞

田
勢
一
雄
さ
ん
（
横
田
尻
）

受賞された　丸川さん / 佐久間さん / 奥村さん / 白鷹町枝豆部会さん / 田勢さん　おめでとうございます
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●
積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
検
針

　

を
休
み
ま
す

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
の
検
針
で
精
算
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
期
間
の
水

量
が
11
月
の
使
用
水
量
と
大
幅
に

変
動
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
水
道
の
冬
期
間
管
理

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
十
分
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍
結
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り

水
道
管
が
破
裂
す
る
と
、
修
理
代

を
は
じ
め
、
漏
水
に
よ
る
水
道
料

金
も
高
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、

就
寝
前
に
「
不
凍
止
水
栓
」
を
完

全
に
閉
め
切
り
、
蛇
口
を
開
い
て

水
抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の

状
態
で
は
、
水
が
漏
れ
続
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
完
全
に
閉

め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
翌
朝
使

用
す
る
場
合
は
、
完
全
に
開
け
て

く
だ
さ
い
。

※
半
閉
め
、
半
開
き
の
た
め
漏
水

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ヒ
ー
タ
ー
線
を
巻
い
て
い

る
水
道
管
の
場
合
は
、
ヒ
ー
タ
ー

の
コ
ン
セ
ン
ト
が
確
実
に
差
し
込

ま
れ
て
い
る
か
、
ヒ
ー
タ
ー
が
正

常
に
作
動
し
て
い
る
か
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
冬
期
間
使
用
し
な
い
施
設
な

　

ど
は
閉
栓
手
続
き
を

　

漏
水
の
発
見
が
遅
れ
、
水
道
料

金
が
高
額
と
な
ら
な
い
よ
う
、
冬

期
間
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉

栓
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
閉

栓
、
開
栓
の
手
数
料
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
０
０
０
円
で
す
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
て
、
直
ち
に
水
を
止
め
、

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

連
絡
し
、
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
修
理
代
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

●
漏
水
し
て
い
る
か
を
調
べ
る

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
ト

  
水
道
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
レ
な
ど
の
水
タ
ン
ク
も
確
認
し

て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ー
ク
ま
た
は
１
㍑
針
が
動
い
て

い
る
場
合
は
、
ど
こ
か
で
漏
水
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

連
絡
し
、
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

パイロットマーク

１リットル針

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

　公共工事の設計・調査・測量等の発注に
　おける「前金払制度」の導入について

▼企業の資金繰り、業務の適正な施行、地域経済の
活性化を図ることを目的として、公共工事の設計・
調査・測量などの委託業務について、平成21年12月
１日より「前金払制度」を導入しました。
　前金払制度の概要は次のとおりです。
〇前金払の摘要範囲
　土木建築に関する工事の設計・調査・測量などの
業務で、業務委託料が１件50万円以上の業務
○前金払の割合
　業務委託料の10分の３以内
〇保証契約　
　前金払を受けようとする企業は、保証事業会社と
前払の保証契約が必要

「中間前金払制度」の導入について

▼中間前金払制度とは…
　建設工事において、当初前払金（請負金額の40％）
に加え、簡単な手続きで請負金額の20％を「中間前
払金」として請求可能です。
　請求にあたっては、部分払いのような出来高検査
はありません。建設企業の資金繰りの改善、受発注
者双方の事務省力化に資する制度です。
▼対象となる工事
　請負金額　１，０００万円以上の工事
▼請求の要件
①請負契約時に中間前払金を選択（契約書に中間前
　払金額を記入）していること
②工期の２分の１が経過していること
③工期の２分の１までに実施すべき作業が終了して
　いること
④出来形が50％以上あること
▼中間前金払制度の開始
　町では平成21年12月１日より導入しています。

■問い合わせ
　建設水道課管理係（☎85－6140）
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（財）日本防火協会　助成事業

11
月
８
日　

開
催

▼
部
門

○
保
育
園
児
・
小
学
生
・
中
学
生

　

の
部
＝
親
子
で
作
る
お
弁
当

○
高
校
生
の
部
＝
自
分
で
作
る
お

　

弁
当

◆
最
優
秀
賞

○
保
育
園
児
の
部

「
も
り
の
く
ま
さ
ん
弁
当
」

　

田
宮
愛
依
・
瑞
穂
（
あ
ら
と
保

　

育
園
）

︻
献
立
︼

　

牛
肉
巻
�
�
�
�
�
�
秋
鮭
�

�

�
�
�
野
菜
�
�
�
�
紅
花
�

�

�
�
�
�
焼
�
�
�
�
�
煮
�

�

菊
�
�
�
�
�

◆
優
秀
賞

○
中
学
生
の
部

「
秋
の
彩
り
弁
当
」

　

渡
部
真
理
子
・
町
子
（
西
中
）

○
高
校
生
の
部

「
我
が
家
の
お
ふ
く
ろ
の
味
弁
当
」

　

斎
藤
美
沙
（
荒
砥
高
）

◆
地
産
地
消
推
進
協
議
会
長
賞

○
高
校
生
の
部

「
紅
葉
狩
り
弁
当
」

　

梅
津
亜
莉
沙
（
荒
砥
高
）

◆
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
賞

○
高
校
生
の
部

「
栄
養
モ
リ
モ
リ
弁
当
」

　

金
田
千
佳
（
荒
砥
高
）

◆
地
区
栄
養
士
会
長
賞

○
高
校
生
の
部

「
リ
ラ
ッ
ク
マ
弁
当
」

　

平
吹
理
香
（
荒
砥
高
）

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り

視
聴
覚
資
器
材
を
整
備

　

こ
の
度
、
町
で
は
（
財
）
日
本

防
火
協
会
の
「
平
成
21
年
度
民
間

防
火
組
織
等
の
防
火
・
防
災
普
及

啓
発
推
進
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、

防
火
広
報
用
視
聴
覚
資
器
材（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
・
テ
レ
ビ
な
ど
）を
整
備
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
資
器
材
を
活
用
し
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
を
中
心
に
町

民
の
か
た
が
た
に
対
す
る
防
火
広

報
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

※
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の

　

普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
行
わ

げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
毎
年
12
月
31
日
現
在

で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
、
企
業
や
大
学
の
研
究
資
料
な

ど
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
調
査
日　

平
成
21
年
12
月
31
日

現
在

▼
調
査
対
象　

主
と
し
て
製
造
業

を
営
む
事
業
所

▼
調
査
方
法　

調
査
員
調
査
（
調

査
員
が
調
査
票
を
配
付
し
、
回
収

し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
情
報

係
︵
☎
85

－

６
１
２
１
︶

期間：11 月～１月末まで

※
同
時
開
催
「
２
０
０
９　

き
つ
ね
祭
り
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真　

保
科
孝
一　

氏

荒砥駅前交流施設資料館
展示品を模様替えしました

　

れ
て
い
る
も
の
で
、
宝
く
じ
の

　

収
入
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
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Ｋ男　「問題です！お父さんとお母さ

　　　　んではどっちが強いでしょう」

保育士「お母さん！」

Ｋ男　「ピンポン大当たり！なんでお

　　　母さんが強いってわかるの？」

保育士「だって、先生のおうちでもそ

　　　　うだもん」

Ｋ男　「ふ～ん」

佳
作　

母
親
の
介
護
は
妻
に
任
せ
き
り　
　
　
　

 
 

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

我
が
介
護
誰
に
託
す
か
あ
て
が
な
い　
　

 
 

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

友
三
人
寄
れ
ば
介
護
の
話
し
出
る　
　
　

 
 

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

介
護
す
る
さ
れ
る
二
人
の
笑
い
声　
　
　

 
 

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

病
み
上
手
猫
な
で
声
で
妻
を
呼
ぶ　
　
　

 
 

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

長
生
き
を
し
た
い
さ
せ
た
い
介
護
す
る　

 
 

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

介
護
五
を
介
護
し
て
い
る
介
護
一　
　
　

 
 

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

要
介
護
受
け
ず
に
歩
く
九
十
路　
　
　
　

 
 

畔　

藤　

大
木
つ
る
ゑ

〃　
　

老
い
二
人
介
護
し
て
ま
す
さ
れ
て
ま
す 

　

 

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

今
元
気
背
中
に
介
護
背
負
っ
て
る　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

人
情
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
介
護
の
手　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　
　
　

ど
な
た
で
す
つ
ぶ
や
く
親
を
介
護
す
る　
　

鮎　

貝　

増
田　

栄
子

秀
句　

年
老
い
た
母
の
介
護
が
恩
返
し　
　
　
　
　

十　

王　

平　

 

恒
人

〃　
　

核
家
族
介
護
に
頼
る
人
も
な
く　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

ま
だ
若
い
つ
も
り
が
逆
に
介
護
さ
れ　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

皆
笑
顔
老
々
介
護
家
内
中　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

八
十
路
坂
避
け
て
生
き
た
い
介
護
道　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

一
す
じ
に
全
快
祈
り
介
護
す
る　
　
　
　
　

畔　

藤　

安
達
よ
し
ゑ

〃　
　

介
護
し
て
看
取
り
看
取
ら
れ
人
生
譜　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

過
疎
進
む
老
々
介
護
両
隣　
　
　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

一
呼
吸
お
い
て
介
護
の
長
期
戦　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

一
言
の
温
も
り
嬉
し
介
護
受
け　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

五
客　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
介
護
は
私
す
る
か
ら
ネ　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

病
む
体
介
護
の
愛
の
重
さ
知
る　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

介
護
す
る
心
の
隙
間
花
で
埋
め　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

頑
固
で
も
優
し
さ
添
え
る
介
護
の
手　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

生
き
て
行
く
喜
び
介
護
か
ら
貰
う　
　
　
　

米　

澤　

勝
見
ま
つ
子

人
位　

介
護
す
る
心
は
常
に
思
い
や
り　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

本
間　

義
康

地
位　

我
が
子
で
も
介
護
望
め
ぬ
世
の
流
れ　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

天
位　

老
い
の
身
に
介
護
の
文
字
が
気
に
か
か
る　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

軸　
　

介
護
し
て
さ
れ
て
人
間
海
に
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

兎

次
回　

「
写
真
」
十
二
月
末
ま
で
。　

「
駅
」
新
年
一
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

「
町
報
川
柳
」　　
　

介　

護　
　
　

高
橋　

白
兎　

選

「どっち？」「結婚は無理」
　一緒に遊んでいる時

保育士「Ｒ君　先生と結婚しない？」

Ｒ夫　「エ～ッ！だめだべした」

保育士「どうしてだめなの？」

Ｒ夫　「だって、俺が大っきくなる

　　　　と、先生はばあちゃんにな

　　　　っぺ。だからさんにぇべし

　　　　た」

保育士「それは残念！！」

ひがしね保育園

油
流
出
事
故
に
ご
注
意
を
！

　

冬
は
暖
房
機
器
を
使
う
機
会
が

増
え
ま
す
。
一
般
家
庭
の
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
や
事
業
所
の
タ
ン
ク
か
ら

灯
油
な
ど
の
油
類
が
漏
れ
出
し
、

河
川
な
ど
に
流
れ
出
す
ケ
ー
ス
が

見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
多
く
が
人
為

的
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。
油
が

い
っ
た
ん
流
れ
出
す
と
水
や
土
の

汚
染
と
い
っ
た
環
境
悪
化
を
も
た

ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
オ
イ
ル
フ

ェ
ン
ス
で
の
囲
い
込
み
、
吸
着
マ

ッ
ト
で
の
吸
い
取
り
、
新
し
い
土

の
入
れ
替
え
な
ど
、
大
掛
か
り
な

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
多
く
の
費
用
が
か
か
り
、

事
故
を
起
こ
し
た
原
因
者
が
責
任

を
持
っ
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

●
主
な
発
生
原
因

①
給
油
時
の
不
注
意
に
よ
る
流
出

・
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
て
し

　

ま
う
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
元
栓
を
閉
め

　

忘
れ
る
。

②
落
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損

③
除
雪
作
業
に
よ
る
配
管
の
破
損

●
防
止
策

①
給
油
時
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

　

終
わ
っ
た
ら
し
っ
か
り
元
栓
を

　

閉
め
、
確
認
す
る
。

②
落
雪
に
よ
る
配
管
破
損
の
防
止

　

対
策
を
行
う
ほ
か
、
定
期
点
検

　

に
努
め
る
。

③
除
雪
の
と
き
は
、
配
管
な
ど
を

　

壊
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

☆
お
願
い

　

冬
期
間
は
、
積
雪
の
影

響
で
、
ご
み
集
積
所
の
扉

が
開
か
ず
、
収
集
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
除

雪
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

油流出
事故

くらし環境係
☎85-6131



　
町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、
町民の皆さんを対象に、元気ニコニコ21アンケートを実施しました。
〔元気ニコニコ21アンケート〕
問　企業や町で健診を受けていますか。
　答　①ある　②ない　③記入なし
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“元気ニコニコしらたか21” を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ
しらたか21

元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画

白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
　心もいきいき働き盛り健康づくり～心もいきいきと暮らせるために～
　「若さを保つ元気な暮らし」　　このようなことを目指します。
　○そのためには　
　「体力を維持増進することができる」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　このようなことが大切です。
　“心もいきいきとした豊かな暮らし”とは

　例えば…
　☆バリバリ仕事をしながら、休みにはスポーツを楽しむ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんな暮らしのことです。
　自分の暮らしを大切にして、いきいきと暮らしてほしい！

健康のひろば健康のひろば

中間評価

「健診を受けて
いる」人が増え
ました！

30 代～ 60 代
平成 15 年

平成 22 年目標
平成 20 年

人 ％ 人 ％

①ある 268　 73.4%
　健診を受ける

人が増える

312　 85.7%

②ない 27　 7.4% 38　 10.4%

③記入なし 70　 19.2% 14　 3.9%
計 365　 100.0% 364　 100.0%

が
ん
検
診
と
精
密
検
査

　

上
記
に
よ
う
に
、
健
診
を
受
け

る
人
は
増
え
ま
し
た
が
、
が
ん
検

診
に
つ
い
て
は
、
課
題
も
あ
り
ま

す
。
が
ん
検
診
の
結
果
、
精
密
検

査
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
か
た
の

精
密
検
査
受
診
率
が
下
記
の
よ
う

に
低
い
の
で
す
。

　

精
密
検
査
が
必
要
と
い
わ
れ
、

受
け
た
か
た
の
中
に
が
ん
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
受

け
な
い
か
た
の
中
に
も
が
ん
の
か

た
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
精
密
検
査
が
必
要
と
い

わ
れ
た
か
た
は
治
療
が
必
要
な
の

か
必
要
で
な
い
の
か
は
っ
き
り
さ

せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
灰

色
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
こ
と
は
検

診
を
受
け
な
い
に
等
し
い
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

検診種別

胃がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

同日
検診

人間
ドック

同日
検診

人間
ドック

同日
検診

人間
ドック

同日
検診

人間
ドック

受診者数（人） 955 1,025 1,263 1,050 471 436 339 319

要精検者数（人） 95 238 86 58 1 7 17 12

精検受診者数（人） 79 104 79 25 1 6 16 7

精検受診率（％） 83.2 43.7 91.9 43.1 100.0 85.7 94.1 58.3

目指せ！精検受診率100％　精密検査を受けましょう

平成 20 年度がん検診精検受診状況

�
�
�
死
亡
原
因
�
�
位
�

占
�
�
�
�
�
�
早
期
発
見

�
助
�
�
�
�
�
命
�
多
�

�
�
�
�
�
�
皆
�
�
�
�

�
検
診
�
受
�
�
�
�
�
�

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
開
催

▼
い
つ　

12
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
か
た
、

　

介
護
者
の
か
た
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）



支出日 区　分 支出額 ( 円 ) 内　　　　容

11 月  4 日 香典 10,000

11 月  4 日 香典 10,000

11 月  9 日 香典 10,000

11 月 18 日 香典 20,000

11 月 20 日 御祝 10,000 白鷹福祉会 30 周年記念式典

11 月 20 日 御祝 3,000 よい子のもちの会

11 月 25 日 御祝 5,000 山形県ベストアグリ賞受賞
祝賀会

11 月 25 日 御祝 3,000 田んぼアート 「おかいこ姫」
の収穫感謝祭

11 月 25 日 献花 15,000 弔慰生花

11 月 26 日 御祝 3,000 そば畑整備事業竣工式

計 89,000 

悪徳
商法

悪徳
商法
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11月の町長交際費
平成21年11月に支出された町長交際費についてお知らせ
します。
■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

高
齢
者
が

安
心
�
て
暮
ら
�
�
め
に

�
�
�
�
�
�
�
�

悪
徳
商
法

　　

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
は
、

多
く
の
人
の
願
い
で
す
。
で
す
が
、

高
齢
者
や
認
知
症
の
人
を
狙
っ
た

強
引
な
勧
誘
や
販
売
な
ど
が
全
国

で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
が
行
わ

れ
る
日
中
は
、
高
齢
者
が
1
人
で

留
守
番
を
し
て
い
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
時
間
で
す
。
高
齢
者
の
ほ

と
ん
ど
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

い
く
つ
か
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま

す
。
悪
徳
な
業
者
は
そ
こ
に
つ
け

こ
み
、
親
切
な
ふ
り
を
し
て
高
齢

者
を
信
用
さ
せ
て
お
金
を
引
き
出

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
不
安
に
つ
け
こ
ん
だ

　

悪
徳
商
法

①
「
お
金
」
へ
の
不
安
…

　

老
後
の
生
活
資
金
へ
の
不
安
に

つ
け
こ
ん
だ
投
資
や
投
機
な
ど
利

殖
商
法
へ
の
勧
誘
。

②
「
健
康
」
へ
の
不
安
…

「
こ
れ
を
使
え
ば
長
生
き
」「
こ

れ
を
飲
ま
な
い
と
認
知
症
に
な
る
」

な
ど
と
か
た
り
高
価
な
健
康
食
品

や
健
康
器
具
な
ど
を
買
わ
せ
る
。

③
「
孤
独
」
へ
の
不
安
…

　

足
し
げ
く
通
っ
て
信
頼
さ
せ
、

子
や
孫
の
よ
う
に
甘
え
な
が
ら
高

額
商
品
を
勧
め
る
。
買
わ
な
い
と

も
う
来
な
く
な
る
の
で
は
、
と
思

わ
せ
て
購
入
を
ね
だ
る
こ
と
も
。

　

こ
の
他
に
、
判
断
力
が
低
下
し

た
高
齢
者
を
優
し
い
態
度
や
甘
い

言
葉
で
誘
い
、
購
入
や
契
約
を
承

諾
さ
せ
る
手
口
も
横
行
し
て
い
ま

す
。
振
り
込
め
詐
欺
の
よ
う
に
、

高
齢
者
に
判
断
す
る
余
裕
を
与
え

ず
に
お
金
を
出
さ
せ
る
手
口
も
そ

の
一
つ
で
す
。

　

お
金
に
関
す
る
こ
と
は
、
家
族

や
民
生
委
員
な
ど
信
頼
で
き
る
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
勧
め
ら
れ

た
物
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
、
必

要
の
な
い
も
の
・
信
用
で
き
な
い

も
の
は
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ま
た
、
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ

た
高
齢
者
は
、
だ
ま
さ
れ
た
こ
と

を
恥
じ
た
り
、
家
族
に
迷
惑
を
掛

け
た
く
な
い
と
思
っ
た
り
す
る
気

持
ち
か
ら
、
被
害
に
あ
っ
た
こ
と

を
隠
そ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
契
約
か
ら
日
が
た
つ
に
つ
れ

て
被
害
回
復
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

「
高
齢
者
が
困
っ
た
様
子
で
暗
い

顔
を
し
て
い
る
」「
部
屋
の
中
に

見
慣
れ
な
い
荷
物
が
あ
る
」
な

ど
、
普
段
と
違
う
様
子
が
あ
っ
た

ら
、
穏
や
か
に
話
を
聞
き
ま
し
ょ

う
。
厳
し
く
問
い
詰
め
た
り
頭
ご

な
し
に
し
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

高
齢
者
の
孤
立
感
と
反
発
を
強

め
業
者
へ
の
信
頼
を
深
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
離
れ
て
暮
ら
し
て

い
る
家
族
の
か
た
は
、
顔
を
出
し

た
り
電
話
を
か
け
た
り
し
た
と
き

に
「
最
近
ど
ん
な
人
と
会
っ
た
か
」

や
「
何
か
新
し
い
も
の
を
買
っ
た

か
」
な
ど
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

悪
徳
商
法
へ
の
予
防
に
は
、
温
か

い
見
守
り
が
何
よ
り
有
効
で
す
。

困ったときは、
悩まず相談！

町
�
の
�
寄
付

あ
り
が
と
う
�
�
い
�
�

●
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組

合
様
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

　

11
月
25
日
、
山
形
お
き
た
ま
農

業
協
同
組
合
様
、
全
国
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

よ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
と
事
故
防
止
の
た
め
、

町
内
各
所
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●お詫び：「広報しらたか 11 月 12 日号」掲載、10 月 30 日の
　　　　　香典（1,000 円）は 10,000 円の誤りでした。
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催　し

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線「
サ
ン
タ
列
車
」

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
本
物
の
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

サ
ン
タ
さ
ん
と
の
記
念
撮
影
や
交

流
が
楽
し
め
ま
す
。
当
日
は
、
荒

砥
駅
で
も
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
19
日
（
土
）

▼
参
加
費　

親
子
１
組
２
０
０
０

円
（
大
人
１
人
に
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
１
人
ま
で
）

▼
参
加
特
典

①
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
１
日
乗
り
放

　

題
付

②
「
サ
ン
タ
列
車
」
乗
車
券
代
込

③
本
物
の
サ
ン
タ
と
の
記
念
写
真

（
カ
メ
ラ
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

④
心
温
ま
る
特
製
ス
ー
プ
付
（
当

　

日
宮
内
駅
で
お
渡
し
し
ま
す
。）

▼
サ
ン
タ
列
車
運
行
時
間

　

ど
ち
ら
の
列
車
に
も
本
物
の
サ

ン
タ
さ
ん
は
乗
っ
て
い
ま
す
。

①
ト
ナ
カ
イ
号

　

荒
砥
駅　

午
後
５
時
30
分
集
合

→
宮
内
駅
着
午
後
６
時
34
分

※
宮
内
駅
か
ら
白
鷹
方
面
は
定
期

　

列
車
（
宮
内
駅
発　

午
後
７
時

　

54
分
）
が
便
利
で
す
。

②
サ
ン
タ
号

　

宮
内
駅　

午
後
６
時
30
分
集
合

→
長
井
駅
着　

午
後
７
時
59
分
→

　

荒
砥
駅
着　

午
後
８
時
21
分

※
白
鷹
方
面
か
ら
の
参
加
者
は
、

　

定
期
列
車
（
荒
砥
発　

午
後
５

　

時
18
分
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
サ
ン
タ
号
で
長
井
駅
～
四
季
の

　

郷
駅
間
で
降
り
る
か
た
は
、
サ

　

ン
タ
号
を
長
井
駅
で
下
車
後
、

　

定
期
列
車
（
長
井
発　

午
後
８

　

時
26
分
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
切
符　

各
号
と
も
先
着
25
組
限

定（
売
り
切
れ
し
だ
い
募
集
終
了
）

※
サ
ン
タ
列
車
は
完
全
前
売
制
で
、

当
日
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
切
符
購
入
・
問
い
合
わ
せ　

荒

砥
駅（
☎
85

－

２
０
１
６
）、
長
井

駅（
☎
84

－

１
５
２
９
）、
山
形
鉄

道
株
式
会
社（
☎
88

－

２
０
０
２
）

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線「
餅
つ
き
列
車
」

　

お
い
し
い
も
ち
を
食
べ
な
が
ら
、

長
井
線
か
ら
の
冬
景
色
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う

▼
い
つ　

12
月
26
日
（
土
）

▼
参
加
特
典　

も
ち
が
無
料

▼
参
加
費　

無
料
（
運
賃
の
み
）

※
土
日
フ
リ
ー
キ
ッ
プ
を
購
入
い

　

た
だ
く
と
、
大
変
お
得
で
す
。

　

大
人
１
人
と
小
学
生
以
下
の
子

　

ど
も
２
人
ま
で
１
日
乗
り
放
題

　

で
す
。（
１
０
０
０
円
）

▼
運
行
時
間

・
下
り　

赤
湯
駅　

昼
12
時
16
分

　

→
荒
砥
駅　

午
後
１
時
20
分

・
上
り　

荒
砥
駅　

午
後
１
時
25

　

分
→
長
井
駅　

午
後
１
時
45
分

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
株
式

会
社
（
☎
88

－

２
０
０
２
）

四
季
の
郷
駅
あ
り
が
と
う
！

冬
の
感
謝
祭

「
四
季
の
郷
駅
」
に
感
謝
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の

お
祭
り
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～

▼
ど
こ
で　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

四
季
の
郷
駅

▼
内
容　

○
感
謝
祭
セ
レ
モ
ニ
ー

○
振
る
舞
い
（
豚
汁
・
コ
コ
ア
）

○
売
店
（
ど
ん
ど
焼
き
、
玉
こ
ん

に
ゃ
く
な
ど
）

○
お
楽
し
み
抽
選
会

※
来
場
の
子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子

を
無
料
配
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

鮎
貝
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
活
性
化
部
会
／
伊

藤
（
☎
85

－

０
２
０
０
）

「
ト
リ
オ
・
グ
ラ
シ
ア
」

ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト

　

ソ
プ
ラ
ノ
・
チ
ェ
ロ
・
ピ
ア
ノ

の
ト
リ
オ
に
よ
る
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
19
日
（
土
）

　

午
後
７
時
開
演
（
６
時
30
分
開

場
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
キ
リ
ス
ト
教
会

チ
ャ
ペ
ル
（
あ
ら
と
保
育
園
脇
）

▼
入
場
料

・
高
校
生
以
上
１
５
０
０
円　
　

　
　

（
前
売
券
１
２
０
０
円
）

・
中
学
生　
　

１
０
０
０
円

　
　
　

（
前
売
券
８
０
０
円
）

・
小
学
生　
　
　

７
０
０
円

　
　
　

（
前
売
券
５
０
０
円
）

※
前
売
券
は
な
く
な
り
し
だ
い
締

　

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
入
場
料
の
一
部
は
、
白
鷹
町
社

　

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
歳

募　集

平
成
21
年
度
ゆ
き
み
ら
い

大
賞
の
募
集
に
つ
い
て

　

雪
国
の
伝
統
文
化
の
継
承
や
創

造
、
雪
の
利
活
用
、
雪
を
克
服
す

る
活
動
な
ど
、
雪
国
の
住
み
よ
い

暮
ら
し
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る

個
人
や
団
体
を
紹
介
し
、
今
後
の

活
動
の
普
及
推
進
が
目
的
で
す
。

▼
応
募
対
象　

県
内
で
雪
に
関
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
団

体
ま
た
は
個
人

▼
応
募
期
限

　

平
成
22
年
２
月
19
日
（
金
）

▼
応
募
方
法　

自
薦
、
他
薦
を
問

い
ま
せ
ん
。
応
募
用
紙
に
記
入
し

提
出
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰　

や
ま
が
た
ゆ
き
み
ら
い

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
３
月
）、
ま
た

は
総
会
で
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

や
ま

が
た
ゆ
き
み
ら
い
推
進
機
構
事

　

末
助
け
合
い
運
動
に
寄
付
さ
れ

　

ま
す
。

■
前
売
券
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹

キ
リ
ス
ト
協
会
／
山
本
（
☎
85

－

０
１
７
９
）
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●
お
詫
び
と
訂
正　

こ
の
た
び
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
ね
ん
き
ん
山
形
12
月
号
」
表
紙
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
12
月
29
日
（
火
）
か
ら
31
日
（
木
）
が
平
日

　

表
示
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
29
日
（
火
）
か
ら
１
月
３
日
（
日
）
ま
で
は
年
末
年
始
休
み
と
な
り
ま
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。　

山
形
社
会
保
険
事
務
局
運
営
課
長

おしらせ

農
業
者
年
金
の

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

　

平
成
21
年
11
月
隣
県
で
農
業
者

年
金
基
金
の
職
員
を
装
っ
た
振
り

込
め
詐
欺
（
未
遂
）
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。
農
業
者
年
金
基
金
の

収
納
係
と
名
乗
る
男
が
、
指
定
す

る
銀
行
口
座
に
未
納
分
の
農
業
者

年
金
保
険
料
を
振
り
込
む
よ
う
に

要
求
す
る
も
の
で
、「
今
日
払
え
ば

受
給
権
は
守
ら
れ
る
が
、
明
日
の

振
り
込
み
な
ら
消
滅
す
る
」
と
い

う
内
容
の
も
の
で
す
。
基
金
か
ら

未
納
保
険
料
に
つ
い
て
直
接
被
保

険
者
の
方
に
連
絡
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農

業
委
員
会
や
農
協
か
ら
も
銀
行
口

座
に
振
り
込
む
よ
う
指
示
す
る
こ

と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
農

地
調
整
係
（
☎
85

－

６
１
２
８
）

消
防
設
備
士
試
験
に
つ
い
て

▼
試
験
日

　
　

平
成
22
年
２
月
７
日
（
日
）

▼
試
験
の
種
類　

消
防
設
備
士　

甲
類（
全
類
）及
び
乙
類（
全
類
）

▼
試
験
会
場　

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
）

▼
受
付
期
間　

12
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
24
日
（
木
）

※
郵
送
…
12
月
24
日
消
印
有
効

▼
提
出
先　

〒
９
９
０

－

０
０
２

５
山
形
市
あ
こ
や
町
３

－

15

－

40

田
代
ビ
ル
２
階　

財
団
法
人
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

▼
願
書
配
置
場
所　

消
防
本
部
・

各
消
防
分
署

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
88

－

１

７
９
７
）
消
防
署
白
鷹
分
署
（
☎

85

－

５
２
４
２
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
お
答
え

す
る
手
段
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」
の
う
ち
、「
電
話
音
声
・
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
」
サ
ー
ビ
ス
は
、
11

月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト（
携
帯
電
話
サ
イ
ト
を
含
む
）」

の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な

ご
相
談
は
、
お
近
く
の
税
務
署
に

お
電
話
い
た
だ
き
、
音
声
案
内
に

従
い
「
１
番
」
を
選
択
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
国
税
庁
の
「
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
長
井
税
務
署
（
☎
０
２
３
８

－

84

－

１
８
１
０
）

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

「
が
ん
患
者
相
談
室
」 

　

が
ん
患
者
相
談
室
で
は
、
が
ん

に
関
す
る
治
療
や
検
査
、
療
養
上

の
悩
み
、
医
療
費
な
ど
に
つ
い
て
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
不
安
や
心

配
ご
と
に
専
任
相
談
員
の
看
護
師

が
対
応
い
た
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
相
談
場
所　

が
ん
患
者
相
談
室

（
病
院
正
面
玄
関
入
っ
て
す
ぐ
左
）

▼
相
談
の
方
法　

対
面
相
談
と
電

話
相
談

▼
相
談
料　

無
料

■
電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

山

形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
ん
患

者
相
談
室
（
☎
０
２
３

－

６
２
８

－

５
１
５
９
）

務
局
（
村
山
総
合
支
庁
北
村
山

総
務
課
／
☎
０
２
３
７

－

47

－

８
６
１
４
）

〒
９
９
５

－

０
０
２
４
村
山
市
楯

岡
笛
田
４

－

５

－

１

第
２
回
こ
ど
も
ゆ
き
み
ら
い

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
作
品
募
集

　

雪
の
ぬ
く
も
り
や
温
か
さ
な
ど

雪
へ
の
愛
着
を
、
子
ど
も
た
ち
の

創
造
的
な
感
性
で
作
品
に
留
め
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
趣
旨
で
、
実

施
し
ま
す
。
小
学
生
の
絵
画
作
品

が
募
集
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　

「
楽
し
か
っ
た
雪
の
思
い
出
」

▼
応
募
締
切

　

平
成
22
年
２
月
１
日
（
月
）

▼
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
小
学
生

▼
応
募
作
品　

画
用
紙
四
つ
切
サ

イ
ズ
、
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色

鉛
筆
な
ど
（
油
絵
、
貼
り
絵
な
ど

は
除
く
）

▼
応
募
方
法　

個
人
ま
た
は
、
学

校
単
位

▼
表
彰　

大
賞
１
点
・
優
秀
賞
数

点
に
賞
状
と
副
賞
（
参
加
賞
有
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

や
ま

が
た
ゆ
き
み
ら
い
推
進
機
構
事

務
局
（
村
山
総
合
支
庁
北
村
山

総
務
課
／
☎
０
２
３
７

－

47

－

８
６
１
４
）

〒
９
９
５

－

０
０
２
４
村
山
市
楯

岡
笛
田
４

－

５

－

１

裁
判
員
制
度
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

裁
判
員
制
度
関
係
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
、

裁
判
員
制
度
の
説
明
及
び
施
設
見

学
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
24
日
（
木
）

　
　

午
後
１
時
15
分
～
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
裁
判
所
米

沢
支
部

▼
定
員　

30
人
（
定
員
に
な
り
し

だ
い
募
集
締
め
切
り
）

▼
受
付
期
間　

土
・
日
、
祝
日
を

除
く
前
日
の
５
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所
米
沢
支
部
庶
務
課
（
☎
０
２
３

８

－

２
２

－

２
１
６
５
）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
荒砥甲　江　口　よ　そ　79
箕和田　土　屋　か　め　93
萩　野　守　谷　啓　次　82
荒砥乙　小　形　秀　一　73
畔　藤　　　原　　　　　80
菖　蒲　加　藤　ま　さ　87
山　口　植　木　ま　さ　84
横田尻　丸　川　憲　康　43
荒砥甲　菅　原　英　也　83
畔　藤　紺　野　秀　雄　70
横田尻　鈴　木　　緑　　51
荒砥甲　松　田　智　子　71
十　王　天　野　義　之　74
浅　立　湯　沢　市　　　89
十　王　小　林　繁　雄　82
荒砥乙　岩　崎　ヤ　ヱ　95
高　玉　児　玉　志　め　100

【11月1日～11月30日届出】
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戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

広　野 金田
将太郎 れ　な知　恵

滝　野 鈴木
武　範 日

にち

　佳
か

陽　子

荒砥乙 阿部
直　宏 美

み

　結
ゆ

春　美

鮎　貝 鬼塚
敬 りおん絢　子

畔　藤 佐藤
隆　将 愛

あい

　琉
る

夏　美

山　口 小松
正　和 優

ゆう

　生
き

由　梨

荒砥乙 竹田
大　祐

來
らい

　翔
と

奈　央

山崎ハコ
アコースティックライブ開催

N
o.1030

2009-12
-11

　　氏　　　名　　　  住所

（川　上　智　勝　　菖　蒲
畑　中　佐知子　　宮城県

（髙　橋　宏　季　　高畠町
長谷川　仁　美　　十　王

（菅　原　　岬　　　高　玉
遠　藤　　梓　　　鮎　貝

（原　田　宏　一　　黒　鴨
手　塚　みお奈　　南陽市

（孫　田　秀　幸　　長井市
安　部　妙　子　　十　王

ご結婚おめでとう

作詞　田　勢　康　弘
作曲　山　崎　ハ　コ
編曲　安　田　裕　美

東
京
さ
出
る
朝　

か
あ
ち
ゃ
ん
が

荷
物
の
隅
に
味
噌
詰
め
る

か
い
ず
つ
け
っ
と
、

お
か
ず
な
ど
何
も
い
ら
ね

か
あ
ち
ゃ
ん　

そ
れ
手
前
味
噌
だ
べ

わ
ら
び
の
味
噌
汁　

母
の
味

お
ら
だ
の
ふ
る
さ
と　

お
ら
だ
の
ふ
る
さ
と

だ
ん
だ
ら
緑
に　

じ
い
ち
ゃ
ん
が

何
か
つ
ぶ
や
き
手
を
合
わ
せ
る

ぶ
な
の
緑
が
麓
か
ら
の
ぼ
っ
て
行
っ
て

峰
を
越
え
れ
ば
田
植
え
だ
ご
で

正
月
帰
っ
か
ら
長
生
き
し
ろ
な

お
ら
だ
の
ふ
る
さ
と　

お
ら
だ
の
ふ
る
さ
と

思
い
出
す
の
は
よ
ぉ　

と
う
ち
ゃ
ん
の

ペ
ン
チ
み
て
え
な
太
い
指

む
っ
た
ど
し
ゃ
べ
る
も
ん
で
ね

ご
し
ゃ
ぐ
な
よ　

な
ぐ
な
よ

な
ぐ
な
よ
っ
て
と
う
ち
ゃ
ん　

目
ぬ
れ
っ
た
じ

お
ら
だ
の
ふ
る
さ
と　

お
ら
だ
の
ふ
る
さ
と

　

あ
あ　

仰
ぎ
見
る
白
鷹
山

　

母
の
ふ
と
こ
ろ　

最
上
川

おらだのふるさと

　11 月 15 日、あゆーむを会場に「山崎ハコ　アコースティックラ
イブ」が開催されました。当日は、県外からも熱烈なファンが訪れ、
会場は満席となりました。ハコさんの持つ独特な世界に、会場は一
つになり、アンコールを含む全17曲のライブはあっという間にフィ
ナーレを迎えました。
　最後の曲は、本町出身で早稲田大学教授の田勢康弘氏
が白鷹への想いを込めて作詞され、ハコさんが作曲した

「おらだのふるさと」という曲で、町内の映像（風景）と
ともに披露されるというサプライズもあり、心洗われる
ライブとなりました。

白鷹学講座　特別プログラム


